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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、積雪汚染と雪氷微生物による雪氷面アルベド低下効果を明らかにしようとするもので、雪

氷の物理過程（積雪粒径と積雪構造）については、一定の成果を上げている。しかしながら、積雪不純

物と雪氷微生物については、現地観測でその重要性が示唆されているのみで、気候モデル、氷床コア、

リモートセンシングでは、十分に取り組まれていない。 
個別の研究については、一定の成果が出ているようなので、それらを総合し、雪氷面アルベドに関し

てどのような新しい知見を出して行くのか、サブ課題間での測定項目や用語の齟齬についても留意しつ

つ、全体的な研究デザインを再度、整理していく努力が必要である。 


